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しお

潮
劃
一
怨
一
小

八
多
喜
の
祇
園
神
社
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
潮
垢
離

祭
は
、
四
百
年
か
ら
六
百
年
の
歴
史
を
持
つ
と
二
一
一
口
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
は
、
四
月
の
例
大
祭
を
前
に
、

神
職
と
関
係
者
が
川
の
流
れ
に
入
っ
て
、
大
祭
を
無

事
に
迎
え
る
た
め
に
身
を
清
め
る
襖
を
行
う
も
の
で

毎
年
四
月
七
日
に
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
関
係
者
が
神
社
へ
集
合
し
祇
園
大
橋
上

流
の
河
原
ま
で
歩
き
ま
す
。
こ
こ
は
海
水
の
干
満
が

肱
川
へ
影
響
す
る
最
終
の
地
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
指

ふるさと再発見⑤

〈八多喜〉
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定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
参
勤
安
代
ゆ
か
リ

の
大
門
河
原
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
同
は
、

榊
や
の
ぼ
り
な
ど
を
手
に
決
め
ら
れ
た
順
序
で
行
列

を
組
み
河
原
へ
向
い
ま
す
。

行
列
が
河
原
へ
到
着
す
る
と
、
神
官
と
氏
子
代
表

が
神
幣
を
奉
じ
て
川
の
中
へ
入
り
、
満
潮
時
に
潮
に

浸
し
て
襖
の
儀
式
を
行
い
ま
す
。
亙
子
は
、
河
原
に

設
け
ら
れ
た
祭
壇
の
前
で
鈴
神
楽
を
奉
納
し
、
そ
の

頭
に
乗
せ
て
持
っ
て
き
た
H

オ
モ
ツ
ソ
H

と
呼
ば
れ

る
御
供
物
を
捧
げ
ま
す
。

オ
モ
ツ
ソ
は
、
も
ち
米
を
蒸
し
て
円
筒
型
に
固

め
た
も
の
で
、
一
部
を
川
に
流
し
、
残
り
は
参
列

者
に
配
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
い
た
だ
く
と
重
病
み

を
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
盛
大
に
催
さ
れ
た
潮
垢
離
祭
も
、
今

で
は
参
加
者
が
激
減
し
、
四
十
年
余
り
祇
園
神
社
ト

の
宮
司
を
務
め
て
き
た
城
戸
利
徳
さ
ん
(
印
歳
)
一

も
、
後
継
者
の
い
な
い
現
状
を
憂
い
て
い
ま
す
。

八
多
喜
の
奇
祭
「
潮
垢
離
祭
L

一
に
は
、
数
百
年

の
歴
史
の
重
み
と
、
昔
人
の
患
吹
き
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
今
後
も
、
地
域
の
次
世
代
へ
と
引
き
継
が

れ
、
後
世
ま
で
生
き
続
け
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

.....鈴神楽の奉納

今月号の主な内容 : 

oう匠三瀬秋俊さん引退...p2 

:06月は市・県民税第l期..p4 

06月中に現況届の子続を

…P 5 

o水道工事は市の公認業者に

…P 6 

o奥さん訪問…- ……...p 8 
oカメラスケ yチ・・・・ .......p9 
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う匠三瀬秋俊さん引退

清
流
肱
川
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
大
洲

の
う
か
い
を
今
日
に
ま
で
育
て
あ
げ
て

来
た
う
匠
の
三
瀬
秋
俊
さ
ん
(
中
村
・

剖
歳
)
が
、
高
齢
の
た
め
、
今
年
か
ら

現
役
を
引
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
二
瀬
さ
ん
が
大
洲
の
う
か
い
と
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
計
画
段
階

か
ら
の
こ
と
で
、
う
匠
生
活
は
三
十
二

年
に
も
及
び
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
の
開
始
当
時
は
、
閑

古
鳥
の
鳴
く
日
も
多
く
、
ウ
を
思
う
よ

う
に
操
れ
ず
、
果
て
は
う
か
い
の
途
中

で
ウ
に
逃
げ
ら
れ
た
り
と
、
苦
労
の
連

続
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ウ
は
気
性
が
激
し
く
、
飼
い
慣
ら
す

の
が
大
変
な
の
で
す
が
、
三
瀬
さ
ん
は
、

家
族
同
様
の
愛
情
で
、
辛
抱
強
く
ウ
と

接
し
続
け
ま
し
た
。
ま
た
、
う
か
い
の

開
催
期
間
中
、
ウ
を
毎
晩
同
じ
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
保
っ
て
や
る
の
は
至
難
の

わ
ざ
で
、
毎
晩
気
の
抜
け
な
い
日
々
が

続
い
た
そ
う
で
す
。

研
究
熱
心
な
三
瀬
さ
ん
は
、
ウ
が
魚

を
捕
え
る
シ

i
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
ウ
船
の
先
頭
に

投
光
器
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
常
に
、

H

見
せ
る
-7
か
い
u

a

つ
く
り
、
山
客
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
う
か
い
4

づ
く
り
に

心
を
砕
い
て
き
ま
し
た
。

三
瀬
さ
ん
は
、
今
後
、
ウ
の
飼
育
や

後
継
者
の
育
成
に
専
念
し
、
今
年
か
ら

は
、
長
男
の
三
瀬
善
三
郎
さ
ん
(
臼
歳
)

ら
三
人
の
ウ
匠
が
、
う
か
い
の
表
舞
台

を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
三

瀬
さ
ん
は
、
「
と
に
か
く
お
客
様
第
一
。

大
洲
へ
来
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
う
か
い
を
し
と
望
ん
で
い

ま
す
。砂

う
か
い
で
の
勇
姿

ー
ゥ
を
見
つ
め
る
三
瀬
さ
ん
の
目
は

‘

い

つ

も

優

し

い

昨
年
は
、
長
雨
と
瀬
戸
大
橋
の
影
響

で
や
や
不
調
に
終
っ
た
大
洲
の
う
か
い

で
す
が
、
今
年
は
三
瀬
さ
ん
仕
込
み
の

五
羽
の
新
ウ
を
迎
え
、
例
年
を
上
回
る

実
績
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

六
月
一
目
、
今
年
最
初
の
紅
提
灯
が

夜
の
肱
川
を
彩
り
ま
す
。

観
光
協
会
新
役
員
決
ま
る

四
月
二
十
五
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
で
、
大
洲
市
観
光
協
会
の
通
常
総

会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
引
退
の
決
ま
っ

た
う
匠
の
二
一
瀬
秋
俊
さ
ん
、
協
会
職
員

中
嶋
章
夫
さ
ん
の
二
人
が
観
光
功
労
者

と
し
て
表
彰
を
受
け
、
そ
の
後
、
役
員

の
改
選
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

(
新
)

(
再
)
(
再
)

(
新
)

o 0 
0 型会

t、
長長

冨

永

泉

小
泉
拡
文

中
川
一
生

北

本

宏

イシ

現
況
届
の
記
入
内
容
が

変
わ
り
ま
し
た

内
ノ
ム

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保

険
の
受
給
者
が
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
年
に
一

回
、
誕
生
月
の
末
日
に
現
況
届
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
の
記
入
内
容
が
、
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

一
、
他
に
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
制
度
名
と
年
金
証
書
の

記
号
番
号
を
記
入
す
る
。

二
、
加
給
年
金
額
の
対
象
者
で
あ
る

配
偶
者
や
子
の
氏
名
を
記
入
す
る
。

三
、
加
給
年
金
の
対
象
者
の
配
偶
者

が
年
金
を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の

制
度
名
と
年
金
証
書
の
記
号
番
号

を
記
入
す
る
。

記
入
後
は
、
市
町
村
長
の
証
明
を

受
け
、
切
手
を
は
っ
て
ポ
ス
ト
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
事
務
所

第
二
・
第
四
土
曜
日
は

休
み
で
す

愛
媛
県
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
平

成
元
年
四
月
か
ら
、
社
会
保
険
事
務

所
は
、
第
二
・
第
四
土
曜
日
が
休
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
の
裁
定
請
求
や
、
相
談
の
た

め
に
来
所
さ
れ
る
と
き
に
は
、
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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臥龍まつり"

肱JII“Love 水バケツ
を備えましょう

消火お

ピ
ン

只参準備申.ゲ害 〈消防署〉

バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
で
も
、
火
災
が
初

期
の
う
ち
な
ら
十
分
に
消
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
風
呂
の
水
な
ど

を
バ
ケ
ツ
に
く
み
置
き
し
で
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
セ
パ
レ
ー
ト

型
消
火
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
を
置
け
ば
、

よ
り
充
実
し
た
消
火
の
備
え
と
な
り
ま

す。
し
か
し
、
消
火
器
を
備
え
て
い
て
も
、

使
い
方
を
知
ら
な
け
れ
ば
宝
の
も
ち
ぐ

さ
れ
で
す
。
消
火
器
は
内
容
物
に
よ
っ

て
、
粉
末
・
ガ
ス
・
水
に
大
別
さ
れ
ま

す
が
、
一
般
に
は
粉
末
消
火
器
が
多
く
、

そ
の
使
用
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
手
順
を
誤
ら
な
い
よ
う
、

よ
く
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
ピ
ン
を
引
き
抜
く
。

二
ノ
ズ
ル
を
は
ず
す
。

三
ノ
ズ
ル
を
火
に
向
け
て
近
づ
く
。

平成元年6月1日

(粉末消火器)

ノ
ズ
ル
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て日刊れ口 ZE事中 ;oG?日7j 型d 日空 会予会
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六尼南書品 二十 ・も 11月時 31 て生たの人 募}当月
ど山中館近校 火 -時 20 日 30を者許 集 ν-

も

監
視
員
・

事
務
員
を
募
集

ー
運
動
公
園
プ
ー
ル

O
申
込
方
法
履
歴
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
採
用
に
つ
い
て
は
後
日

連
絡
し
ま
す
。

O
申
込
先
大
洲
市
教
育
委
員
会
・

社
会
教
育
体
育
課

宮
⑪
2
]
1
1
内
線
3
8
9

GeraFよ
h
Z
Fよ
定
式

F
K札
r
を

- 3 ー

ー
市
立
図
書
館
|

A
V
古
文
書
解
読
講
座
A
'

O
申
込
期
限
二
八
月
十
日

申
込
者
あ
て
に
、
開
催
期
日
な
ど
を

記
し
た
行
事
計
画
書
を
送
付
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
電
話
で
申
し
込
め
ま
す
。

詳
し
く
は
市
立
図
書
館
ま
で

宮
⑪
4
4
1
9

※
な
お
、
図
書
館
で
は
、
六
月
末
ま
で

日
曜
開
館
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
月
曜
日
が
休
館
日
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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一=6月は市・県民税第1期=ー

おおず広報

六
月
は
市
民
税
・
県
民
税
を
納
め
る

月
で
す
。
本
年
度
も
、
昨
年
に
引
き
続

き
地
方
税
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

税
率
の
改
正

住
民
税
に
お
け
る
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
市
・
県
民
税
所
得
割
の

税
率
構
造
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。
(
表
1
参
照
)

ニ
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
又

は
寡
婦
(
寡
失
)
の
非
課
税
限
度
額

が
、
合
計
所
得
金
額
で
百
二
十
五
万

円
(
改
正
前
百
万
円
)
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

三
老
年
者
控
除
額
の
引
き
上
げ

納
税
義
務
者
自
身
が
老
年
者
に
該

当
す
る
場
合
控
除
さ
れ
る
老
年
者
控

除
額
が
、
こ
れ
ま
で
の
二
十
四
万
円

か
ら
四
十
八
万
円
に
倍
増
さ
れ
ま
し

た。

四
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

公
的
年
金
等
の
受
給
者
に
対
し
て

は
、
公
的
年
金
等
控
除
額
と
し
て
、

表
2
に
従
い
計
算
し
た
金
額
を
収
入

金
額
か
ら
差
し
引
い
た
金
額
が
、
雑

所
得
金
額
と
な
り
ま
す
。

五
そ
の
他

医
療
費
控
除
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ

る
足
切
り
限
度
額
の
う
ち
、
定
額
基

準
額
が
、
こ
れ
ま
で
の
五
万
円
か
ら

十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
非
課
税
措
置
の
基
準
と
な

る
金
額
は
、
均
等
割
が
、
こ
れ
ま
で

の
二
十
四
万
八
千
円
か
ら
二
十
五
万

六
千
円
に
、
所
得
割
が
、
同
じ
く
三

己.x 正 月リ 己:x 正 後

i車用課干~戸斤f尋 税率 i車用課:干見戸斤得ミ 税率

60万円以下 3%  120万円以下 3%  

130 // 5 500 イシ 8 

260 ぇ， 7 500万円超 11 

460 イシ 8 

950 ク 10 

1，900 イシ 11 

1，900万円超 12 

市民税表1.ア

500万円以下

500万円超

県民税

イ〉

260万円超

130万円以下

表1.イ

260 

十
一
万
円
か
ら
三
十
二
万
円
に
、
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※ 
宮詳
2⑫し
4 2 く
7 1 (ま
1 、

2 1 干兇
4 内務
8 長泉言果
2 市
4 民
6 平兇
イ系
ま
で

受給者の年齢 その年金中の公的年金等(A) 公的年金等控除額
の収入額の合計額

240万円以下 120万円

65歳以上の人
240万円超 440万円以下 {A)X25%十60万円

440万円超 800万円以下 (A)XI5%+104万円

800万円超 (A)X 5 %十184万円

120万円以下 60万円

65歳未満の人
120万円超 4ω万円以下 (A) x25%十30万円

4∞万円超 760万円以下 (A) xI5%+70万円

760万円超 (A)X5%+146万円

表2
中小企業者消費税相談日

を設置

ー
参
考
|

平
成
元
年
度

市
税
納
期
一
覧
表

税目 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 l月 2月 3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期

市県民税 l期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国保税 l期 2期 3期 4期 5期 6期

4 

3場

愛媛県では、中小企業者の消費税

に関する専門的な相談に応じるため

地方局商工労政課にわいて次のとお

り消費税相談日を設けています。

相談は無料ですので、お気軽にご

利用ください。

1期間:平成元年 4月
~平成 2年 1月

2相談日:毎月第 2 ・第 4月曜日

受付時間 13: 00-16: 00 
相談時間 13 : 00 -1 7 : 00 

所:八幡浜地方局

商工労政課

4相談 :消費税法などの制度・し
内容 くみに関すること、申告・
記帳の方法等納税の実務

に関するごとなど。

※その他詳しくは、八幡浜地方局商
工労政課 (fi0894-22-4111 内線
2 3 5) まで、。
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l組織を改正?j-愛媛県一
広報

を

基本に、先ごろ策定した長期計画が示す施策を効率

改

調整振興部「ふるさと整備課」

の設置

土木部「水資源開発局」の設置

「第2回全国スポーツ・レクリ

エーション祭事務局」の設置

三

= 
= 

三

三

三

= = 

三

二

言

= 
z 
= 

呈

豆

= 

= 
= 

ー
= 

= 

三

室

三

= 

驚き・漂・そして怒り…・

平成元年6月1日

4月1日付けで組織を改正しま

「潤いと活力のある愛媛づくり」

務

主な改正は、次のとわりです。

タfマ
1コー

調整振興部「企画調整課」の設置

よく実行するため、

した。

内

愛媛県では、

正

「いのち・愛・人権・パネル展J

現代科学に象徴されるように、繁栄と豊か

さの中にある現代社会。しかし、部落差別や

アバルトヘイトなど、今なお数多くの人権問

題が残されています。

「人権」それは命の問題です。ぜ、ひ 度ご

来館になり、これら人権問題の実態にふれて

みてください。

第 1部:部落差別の現実、

第 2部:アバルトヘイト、
ート

所:大決|隣保館大ホール

時:5/14-6/4、9:00-17: 00 

(日曜日も開館します)

入場料:無料

詳しくは隣保館まで宮⑫6100

解放運動の歴史

アジア人粍霊レポ

土蕩

日

六
月
中
に
現
況
届
の
子
続
を

ー
児
童
手
当

若 くれ六引 で毎育所 提大のは
誌なだま月き期す年の得こ出洲問、現
主おさす分続限。提状状のし市に六在

ー 語、い。以ぃ内 出況況現て福、月児

あかためマナー話。学務妥長 与Zで話会準亘百季
主書 期子給況 いを六はさ務童か当

電波法違反防止旬間 6月1日-10日{類 限当資届 た確月、い所子らを
言な まの格を だ認ー受。又当六受

一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一 語ど で支が提 いす日給 は現月給量 プiaEはに払あ出てる現者各況三し
一・・哩号、 提がっし いた在の 連届十て

--::::=-曜聖司・号六 出停てな るめで前 結」日い
- -~・号月 し止もい もにの年 所をま苧

主}てでさ、との養のへ、で万

2務て Oは※て八.
2係なく公該たい歳義受
2まおだ務当だる未務給
Zても、さ員ししこ満教委
1; ft詳いのま、との育件
2⑫し。方せ所。児就.
J， 2 く はん得童学
;{; 1 は 、。がを前j1 勤一二の1福務定人児
内祉先額以童
線事に以上を
2務申上養含
7所語の育む
2庶し方し十

見え怒し、電波に

担当事

O 県政の総合企画。長期総合計画
0 地方生活文化経済圏計画。県政の研究、調査
0 重要プロジェクトの総合調整
O 西瀬戸経済圏構想
0 ふるさと交付金
O ふるさと愛媛活性化推進事業
O ふるさとづくり特別対策事業
O 振興拠点地域制度
0 離島振興、過疎振興、半島振興
O リゾ ト対策
O アメニティ対策
O 高度情報化対策
0 水需給対策、治水対策
0 ダムの水源地域対策、調査、
計画。長期水需給対策、河川総合開
発、水資源調査

O スポーツ・レクリヱーション
祭の実施

句
ま
で
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
六
月

中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か
な
い
場

合
に
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

現
在
の
児
童
子
当
の
受
給
要
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。
要
件
に
該
当
さ
れ
る

方
で
、
ま
だ
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な

い
方
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

- 5 

現在、テレピ、ラジオの受

信や防災行政無線などの無線
通信に、穐々の電波防害が発

生しています。その多くは、
不法ノfーソナル無高泉などの不

法電波によるものです。電波
は、'這J皮7去令 lこf廷しミ正しく利
用しましょう。



平成元年6月1日

な
ぜ
公
認
業
者
な
の
?

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
給
水
し
て
い
る

水
道
は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
し
く
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
、
水
道
の

新
設
・
改
良
・
修
理
な
ど
を
す
る
場
合

は
、
必
ず
市
の
指
定
す
る
公
認
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
認
業
者
で
な

い
者
が
工
事
を
し
た
場
合
に
は
、
給
水

し
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
安
心
し
て
水
道
水

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
工
事

の
工
法
・
使
用
材
料
な
ど
に
細
か
い
基

準
が
設
け
て
あ
る
か
ら
で
す
。

大
洲
市
の
公
認
業
者
は
次
の
と
お
り

で
、
こ
れ
ら
の
業
者
を
代
表
し
て
、
管

工
事
協
同
組
合
(
宮
⑫
3
3
9
8
)
が

あ
り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り

替
え
に
と
協
力
を

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

家
庭
で
使
用
さ
れ
た
水
の
量
を
正
確
に

記
録
し
、
水
道
料
金
を
計
算
す
る
上
で

大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ

き
、
有
効
期
間
(
八
年
)
が
定
め
ら
れ

市の公認業者一覧表

業 者 名 戸斤 在 電 言舌

淳山水道工事自 田 口 24-2583 

いの水道工事居 イシ 24-2216 

イ弄 予 屋 f主 三日E又凡 大 洲 24-2541 

内田電気水道設備 t志 森 25-2858 

大 土家 主失 工 戸斤 新 !一こ1 25-0300 

岡福水道工事庖 田 口 24-3656 

奥田水道商会 キ由 木 24-3674 

宇中 田 主失 工 所 東大川| 23-3004 

城 戸 電 業 社 t恵 ホオ木ミ 25-2944 

久 f呆 鉄: 工 戸斤 八多喜 26-0537 

蔵 田 オて 道 庖 平 里子 24-5968 

イ主 藤 *. 道 庖 渡: 場 24-4410 
j竜 田 オて 道 庖 新 -1コ 25-0901 

(捕土居鉄工所 東大洲 24-4519 

中里子管工事工業 中 キナ 24← 3792 

(有)南予水道住設 石キネー 呂 24-4577 

西 田 水 道 庖 八多喜 26-0265 

星 力日 全失 工 戸斤 // 26-0020 

(有) 丸 電 工 業 若 宮 24-5351 

原 壬日J又L 備 大 洲 24-3783 

四国設備管理センター 芦国重三 日 25-4645 

神 南 云日Y又L f蒲 芦日古 日 25-4684 

おおず広報

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

久
保
田
ハ
ル
ヱ

内
山

シ
マ
コ

せ※ 1為 j主主メ で
告はそ 力業 l有い
⑪水の を者タ効ま
2道他 わが l期す
1課、 願おを間
1 ま 7}:' しミ f司瓦Zカf
l で道 しいり来
内。に まし替る
線開すたえも
3 す 。とまの
7 る きすに
7 お にのっ
聞 はでい
い、、て

合 ご水は
問時朝刊問時時制収相内情桝栴嶋砂時φ時φ時。時φ時φ時φ特輯持時砂時φ時φ時φ特φ時柑栴特φ時φ時開時制照時相砂相明間照時制判明

サ (老 教金戒協寿野字区
布 松 l 入 車物 入金金金 金金室を金老金へ金会分社社金
団葉ピ浴椅品 ク一一一一 一・肱一人)ーへ団愛協」
類つ ス介子の ラ封封封封封七北封会封封)・媛・封
菅え出事助春 日新ブ(春(平(平(春(宝公(へ(長( 平県大(
十回 業エ -.座 へ新 三里子平野平 三焼民チ)上 南平野支安火
五町二口ヘプ賀台)谷)谷賀善町野町里子賀善・館ヤ上須谷久里子小部寺災
点本)ロつ 地地地地地肱ヘリ須戒米町 P ・花見

主 区区区区区北)テ戒地地 T 大国舞
深草 谷 社大社上社長社後社婦 イ 区上氏蔵 A 洲会返♀

部吉 岡 雪谷更甲更田更藤賢会Z4信話甲話回手書白色悲
包詰 上雅)右)弥)雅~ I と と嘉地防本平略
久? 武 新義 教 重 太 料収伸上勉市久下回赤里子)
二 谷 江 郎 理益博須社鶴平十地

三

の

丸

佐

々

木

太

子
作
り
の
お
子
玉
三
百
個
(
市
内

保
育
所
十
二
一
ヵ
所
へ
)
大
洲
市
連
合

婦

人

会

会

長

渡

部

み

ね

子

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
五
百
十
二

本
(
市
内
の
福
祉
施
設
五
ヵ
所
へ
)

五
十
崎
町
丸
三
産
業
鮒
五
十
崎

事
業
所
購
売
部
米
田
部
長

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ

l
収

益

金

)

大

洲

N
T
T
大
洲
常
業

所
社
員
一
同

金
一
封
(
安
西
ま
つ
り
寄
付
金
)

中
村
安
西
ま
つ
り
奉
賛
会

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

清

中

健

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

松

岡

且

岳

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町
片
ト
し
う
み
の

金
一
封
(
施
設
充
実
の
た
め
に
と
み

す
寮
・
お
礼
と
し
て
五
郎
老
人
会
へ
)

五

郎

西

山

一

雄

金
一
封
(
八
多
喜
地
医
社
協
へ
)

八

多

喜

町

大

塚

怜

子

6 

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会



おおず
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Let's enJοy 

一働く若い人の憩いの場を提供します-

その他、華道・茶道・料理教室などもあります。

0希望者は、登録申請の手続だけで利用できます。

0いつからでも参加でき、また、中止することもでき

ます。各自のペースで、参加してください。

0希望するクラブ・サークルをつくることもできます。

(中央公民館

三対主主十盛ョ
受話a綴|援
毒症

講
談議長返さ議

No.126 

「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
」
矧

ム一
句
「
維
新
の
初
四
民
平
等
の
:
:
:
政
府

ホ
怖
は
官
一
し
く
官
公
吏
の
待
遇
を
異
に
す
る

M

h

旧
慣
を
改
め
、
一
般
国
民
を
し
て
賎
視

J

:

'

 

奇

1

前
軽
侮
す
る
阻
習
を
打
破
せ
し
め
:
:
:
宮

山労

6
市
民
相
待
ち
改
善
の
方
法
を
講
ぜ
ん
こ
と

立

U

m
を
望
む
O
L

市
⑪
前
大
正
八
年
三
月
二
十
五
日
帝
国
議
会

川
川
宮
町
で
福
井
三
郎
議
員
が
建
ん
止
し
た
内
容
の

い

O

M

一
部
で
す
。
そ
こ
で
政
府
は
行
政
の
責

は
で
畑
任
を
認
め
、
地
方
改
善
費
五
万
円
を
国

べ
ま
問
庫
よ
り
支
出
。
順
次
増
額
し
て
昭
和
六

詳
酌
市
年
に
は
五
十
万
か
ら
六
十
万
円
の
支
出

4

W

を
行
な
い
、
地
方
改
善
の
対
策
を
講
じ

干
主
主
ふ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
正
十
一
年
に
は
京

展
示
数
は
六
十
点
余
り
で
、
い
づ
れ
も
柿
都
で
全
国
中
小
平
社
が
創
立
さ
れ
、
水
平

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
綴
ら
れ
た
も
一
一
社
に
よ
る
糾
弾
闘
争
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

の

で

す

。

内

続

い

て

大

正

十

二

年

、

帝

国

議

会

に

今
日
出
の
展
示
物
の
中
に
は
、
次
の
よ
問
お
い
て
再
び
横
田
千
之
助
議
員
に
よ
っ

う
な
文
章
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
向
て
、
「
多
数
同
胞
対
少
数
同
胞
の
社
会

片
ι

、J
し
4

3

0
日
本
外
科
医
術
の
草
分
け
と
し
て
有
叩
的
因
襲
の
桂
桔
を
一
掃
せ
よ
し
と

名
な
鎌
田
玄
台
あ
て
に
、
杉
出
玄
白
柿
建
白
が
な
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
差
別
の

か

ら

送

ら

れ

た

文

柄

根

絶

は

ほ

ど

遠

く

、

昭

和

十

二

年

に

は

O
か
つ
て
塩
売
買
が
行
わ
れ
て
い
た
粟
津
小
学
校
に
、
大
洲
警
察
署
長
を
は

「
塩
屋
町
L

(

現
在
の
士
山
保
町
の
町
名
じ
め
五
百
人
余
の
人
々
が
結
集
し
融
和

の
由
来
と
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
)
創
設
に
大
会
を
開
催
。
偏
見
及
び
差
別
の
根
絶

係

る

町

民

あ

て

の

文

書

並

び

に

融

和

事

業

完

遂

の

決

議

宣

言

を

こ
の
外
に
も
、
我
々
の
生
活
に
身
近
し
て
い
ま
す
。

に
関
わ
る
古
文
書
が
、
数
多
く
展
示
さ
し
か
し
、
差
別
事
件
は
依
然
と
し
て

れ

て

い

ま

す

。

根

を

絶

た

ず

、

昭

和

十

五

年

松

本

治

一

ぜ
ひ
一
一
度
ご
来
観
く
だ
さ
い
。
郎
議
員
が
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て

〈クラブ・サークル活動〉

0卓球

毎週月・水曜日

19: 00-21: 00 

0空手

毎週火・木曜日

19: 00-21: 00 

0ノfレー (幸斤言支)

毎月第 1 ・第 3木曜日

19: 00-21: 00 

0人汗=fJ童日「ヘソメポお」
毎週金曜日

19: 00-21: 00 

0 うたごえ

毎週水曜日

19: 00-21: 00 

大
洲
の
古
文
書

古
記
録
展

市
立
博
物
館
で
は
、
大
洲
地
方
に
残

っ
て
い
る
古
文
書
・
文
柄
・
庶
民
生
活

に
係
る
記
録
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

平成元年6月1日

• 日 7月8日(土)まで

(鎌田玄台あてに杉田玄白)
から送られた文柄

「
人
権
と
同
和
教
育
」

融
和
問
題
に
関
す
る
緊
急
質
問
に
立
ち

政
府
の
所
信
を
糾
し
て
い
ま
す
。

「
:
・
・
・
・
賎
視
差
別
の
随
習
が
厳
存
し

て
い
る
。
:
:
:
各
地
で
軍
人
葬
や
出
征

軍
人
に
対
し
侮
辱
の
問
題
が
あ
り
、
更

に
は
戦
場
に
あ
っ
て
さ
え
数
え
切
れ
な

い
差
別
事
件
が
頻
々
と
惹
起
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
小
学
校
の
差
別
事
件
或
は
工

場
、
鉱
山
等
に
於
け
る
差
別
問
題
、
就

職
、
住
居
、
結
婚
の
自
由
さ
え
奪
わ
れ

て
い
る
。
:
:
:
た
っ
た
一
言
、
何
気
な

し
に
使
わ
れ
た
其
の
一
言
が
生
命
を
も

奪
う
此
問
題
は
、
官
民
一
致
の
下
に
、

全
国
民
運
動
と
し
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
一

も
の
で
あ
り
ま
す
。
」

7

論
旨
整
然
と
し
情
熱
の
こ
も
っ
た
絶
叫
↑

は
人
々
を
感
動
せ
し
め
、
各
大
臣
の
答

弁
は
松
本
議
員
の
演
説
を
肯
定
し
、
衆

議
院
満
場
一
致
で
強
力
な
融
和
運
動
の

推
進
を
決
議
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
翌
昭
和
十
六
年
太
平
洋
戦

争
が
勃
発
。
融
和
運
動
も
水
平
社
運
動

も
同
和
奉
公
会
の
名
の
下
に
「
一
億
総

火
の
玉
L

の
国
策
に
向
か
っ
て
突
入
し

ま
し
た
。

さ
て
、
終
戦
直
後
か
ら
の
解
放
運
動

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

(
資
料
・
海
南
新
聞
及
び
部
落
問
題

事
典
・
解
放
出
版
社
編
)



障
害
者
が
楽
し
く
語
ら
い
な
が
ら
労

働
に
汗
し
、
自
立
を
目
指
そ
う
と
、
中

村
に
共
同
作
業
所
を
オ
ー
プ
ン
。
四
月

二
十
八
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
業
所
は
、
大
洲
喜
多
家
族
会

大
洲
支
部
(
冨
田
磯
海
支
部
長
)
が
沖

掛
川
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
『
神

山
共
同
作
業
所
』
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
十
五
人
の
障
害
者
が
参
加
し
、

中
村
の
民
家
を
借
り
受
け
て
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

作
業
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
袋
詰
め
や
ク

シ
の
袋
詰
め
な
ど
の
軽
作
業
が
中
心
。

参
加
者
同
志
が
楽
し
く
語
ら
い
な
が
ら
、

労
働
の
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
所
で
は
、
八
幡
浜
地
方

局
、
大
洲
保
健
所
、
病
院
の
ソ
シ
ア
ル

ワ
i
ヵ
ー
ら
の
協
力
を
得
で
、
社
会
復

帰
の
た
め
の
生
活
訓
練
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

平成元年5月1日

障害者の

共同作業所

が
フン

新
刊
図
書
案
内

誕

生

曜

日

占

い

岡

野

猛

著

ブ

y
ダ
へ
の
修
行
ひ
ろ
さ
ち
ゃ
作

決
定
版
昭
和
史
日
毎
日
新
聞
社

昭
和
「
発
一
斉
L

記
録

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
会
編

向

き

合

う

人

生

小

林

博

編

中

国

よ

変

わ

れ

方

励

之

著

第
二
の
世
紀

J

・
コ
ト
キ
ン
他
著

し
ろ
う
と
貯
蓄
大
作
戦

日
本
経
済
新
聞
社
編

新

聞

教

育

入

門

鈴

木

伸

男

著

す
で
き
な
お
か
あ
さ
ん
手
藤
井
チ
、
ス
チ
著

死
は
終
り
で
は
な
い
山
川
千
秋
著

東
洋
医
学
で
こ
ん
な
に
よ
く
な
る

谷
美
智
土
著

現
代
住
宅
秀
作
選
佐
藤
泰
徳
編

わ
た
し
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト

松
浦
香
苗
著

旬
を
食
べ
る
知
恵
松
井
克
己
著

寒

山

の

森

か

ら

田

淵

義

雄

著

教
師
宮
沢
賢
治
の
し
ご
と
畑
山
博
著

遊

色

津

地

久

枝

著

熟
れ
で
ゆ
く
夏
藤
堂
志
津
子
著

つ

ぐ

み

吉

本

ぱ

な

な

著

祝

婚

上

田

三

四

二

著

流

域

高

橋

治

著

歩

き

な

が

ら

山

根

基

世

著

「
常
識
し
の
落
と
し
穴
山
本
七
平
著

「
聖
地
L

荒

れ

て

落

合

信

彦

著

真
夜
中
の
子
供
た
ち
ラ
シ
ユ
デ
イ
著

図

書

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
は

S
O
Sの
合
図

町
北
貝
色
い
ハ
ン
カ
チ
は
障
害
を
も
っ

人
が
困
っ
た
と
き
の
合
凶
H

A

7

、
障

害
者
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
る

「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
運
動
L

が
、
全
国

に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
内
臓
に
障
害
を
も
っ
人
や
、

目
や
耳
が
不
自
由
な
人
が
、
外
出
先
で

何
か
困
っ
た
と
き
、
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

を
振
っ
て
助
け
を
求
め
る
と
い
う
も
の

で
す
。こ
の
運
動
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
、

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
の
趣
旨
を
正
し
く
理

解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
合
言
葉
を
、
あ
な
た
か
ら
あ
な
た
の

家
族
へ
、
地
域
の
仲
間
へ
と
広
め
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

オ

8日
白w@

-8 ー

‘
，
開
所
式
の
も
よ
う

奥

さ

ん

訪

つ
く
じ
と
り
や
わ
ら
、
ひ
と
り
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
ん

田
口
妙
子
さ
ん
{
中
村
・
釘
歳
}

V
大
阪
市
西
成
区
の
出
身
で
す
。

V
難
波
ま
で
電
車
で
十
分
く
ら
い
の
に

ぎ
や
か
な
所
で
育
ち
ま
し
た
。

V
主
人
と
は
大
阪
で
同
じ
職
場
に
勤
め

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

昭
和
五
十
五
年
に
結
婚
し
、
そ
れ
と
同

時
に
大
洲
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

'
v
最
初
は
、

H

山
の
中
に
家
が
ポ
ツ
ン
、

ポ
ツ
ン
N

と
い
う
感
じ
の
所
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
、
と
不
安
を
抱
い
て
や
っ
て

来
た
ん
で
す
。
中
村
は
、
家
も
密
集
し

て
い
ま
す
し
、
親
し
み
ゃ
す
い
人
も
多

く
、
そ
ん
な
不
安
も
す
ぐ
に
解
消
さ
れ

ま
し
た
。

V
食
生
活
の
面
で
は
余
り
大
き
な
遠
い

を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い

も
た
き
は
こ
ち
ら
で
し
か
体
験
で
き
な

い
味
で
す
ね
。

V
大
阪
は

P
L
の
花
火
が
有
名
な
ん
で

す
が
、
こ
ち
ら
の
花
火
大
会
と
の
一
番

の
違
い
は
、
聞
に
提
供
紹
介
が
入
ら
な

い
所
で
す
。
と
に
か
く
連
打
、
連
打
で
、

一
気
に
打
ち
上
げ
て
し
ま
う
っ
て
い
う

感
ビ
で
す
。

V
大
阪
で
は
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
つ
く
し
と
り
や
わ
ら
び
と
り
が
、

大
洲
で
は
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
、
私
自

身
に
と
っ
て
も
、
こ
の
上
な
い
環
境
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

V
子
供
た
ち
(
智
枝
ち
ゃ
ん
H
小
学
一

カ

な

h
ち
か

年
日
、
佳
奈
ち
ゃ
ん
H
一
一
一
才
リ
、
修
く

ん
H
十
一
ヵ
月
H
H
)

に
は
、
思
い
や
り

の
あ
る
優
し
い
入
に
育
っ
て
欲
し
い
と

思
つ
で
い
ま
す
。

No目95

問

おおず

箆

広報



おおず

4.7. 

稚
ア
ユ
の
放
流

広報平成元年6月1日

4.9.さくらまつりソフトボール大会

4月7日、市内の肱川本流など

で稚アユ 7万匹が放流されました。

この放流は、肱川漁協(桜田和夫

組合長)が毎年実施しているもの

ですが、今年は例年よりアユの成

育が早く、少し早めの放流となり

ました。水温も高く、どのアユも

元気一杯だったようです。

剥也君を
ズ町、庁l

戸ぷ斗.Q"

h@])J 

4月9日、久米小学校グラウンドなど

3会場に、市内の小学生約250人が集合

し、スポーツ少年団ソフトボール大会が

開催されました。 5年生の部、 6年生の

部にそれぞれ 7チームが参加し、熱戦を

展開。次の 2チームが優勝しました。

6年生の部:久米ファイターズ

5年生の部:肱北A

つつじに固まれて・ー4.30. 

自
衛
官
募
集
の

お
知
ら
せ

自
衛
隊
で
は
、
陸
k
・
海
上
・
航
空

の
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
若
人
の
入
隊
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
応
募
資
格
一
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳

未
満
の
人

二
給
与
一
初
任
給
(
月
額
十
一
万
五

千
八
百
円
)
、
期
末
・
勤
勉
手
当

(
年
三
回
、
合
計
四
・
九
ヵ
月
分
)

の
他
各
種
子
当
が
職
務
や
勤
務
条

件
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
衣
食
住
一
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
の

外
、
被
服
な
ど
も
全
て
無
料
で
支

給
又
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

9 -

そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
役
所
(
宮
⑪

2
1
1
1
内
2
5
0
)
又
は
自
衛
隊
愛

媛
地
方
連
絡
部
(
宮
⑪
4
1
2
3
)
ま
で

4月末までの
大洲市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

イ牛 主主 5 4 6 0 

負傷者 6 3 7 2 

死 者 2 。



平成元年6月1日

保
一
鍵
セ
ン
タ
i
だ
よ
り

乳

幼

児

健
康
診
断

成
人
病
・
結
核
検
診

6 6 6 6 
月月月月実
23 22 2 1 
日日日日施

金木金木日

fAL T有
健民
セ会
ン 長官
タ

場

月庁

広報

10日寺~15日寺

3階会議室

受
付
時
間

無 13 9 
F斗日寺 H寺
¥ 30 
15分
日寺 i 
11 
日寺

6
月
小
山
口
(
木
)

)

ζ

「

一
新
谷
連
絡
所

6
月
却
日
(
金
)
)

受
付
時
間
日
時
i
u
時

検

診

料

子

宮

が

ん

検

診
7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

叩
歳
以
土
の
女
性

対

象

者健

康

本目

談

6 
(月
日 25
~日

大
洲
中
央
病
院

告

(
ω
4
5
5
1

祖
母
井
外
科
(
中
村
)

宮
⑪
3
7
5
6

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1一

検

診

料
胃

が

ん

検

診

対検受 6 6 6 6 
象事付月月月月実
ロY 日寺 23 22 2 1 
者料間日日日日施

40 9 8 金木金木日
歳。時....___-....__........__........__.... 

以 o ¥ 一一 ~ 
I二円 10 保 市
の時健民
方 セ会

ン 長官
タ

士易

戸斤

6 
(月
日 4
~日

清
水
内
科
(
志
保
町
)

宮
⑫
2
0
1
7

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

岡
本
耳
鼻
科
(
本
町
)

宮
⑪
3
7
5
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮

(
ω
2
2
6
2

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

6
月
1
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
叩
分

1
ロ
時

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
日
時
l
v
H
時
加
分

大
洲
市
農
協
本
所
日
時

i
m
時
却
分

6
月
泣
日
(
木
)

保
健
セ
ン
タ
ー

9
時
叩
分

1
日
時

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所

5
上
寸
心
¥
ワ
(

)

6

上
寸
ゆ
か

1よ
ロ

u
『υ

ノ
J

1

i

口
u
q
u
ノ
J

相談ごと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

惨交通事故相談

とき 6月 8日

6月20日

ところ 市千交戸斤

俳人権相談

と き 6月20R 13日寺一16時

ところ 社会福祉協議会事務局

惨法律相談

と き 6月 5日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

険心配ごと相談

とき 6月 1日、 12日、 26日

13日手~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

険家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 6月19R 9 日寺~12日寺

ところ 市役所 3階会議室

急ぐ時はE⑪3794 (玉木)まで

惨社会保険相談

と き 6月208 10日寺一16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 6月22日 13日寺一14日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大iJ十幅祉会館宮⑫0947

砂不動産無料相談

とき 6月15R 9時一16時

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエタ花時 2階、常磐田J4

おおず

婦
人
が
ん
検
診

実

施

日

6
月

1
日
(
木
)

6
月

2
円
(
金
)

6
月
ロ
日
(
月
)

6
月
辺
日
(
木
)

6
月
お
日
(
金
)

場

月斤

一
市
民
会
館

南
久
米
連
絡
所

一
保
健
セ
ン
タ
ー

6
月
日
日

(
日
)

6
月
四
日

(
日
)

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

6
月
幻
口
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

6
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

E
@
3
1
6
5
 

青
少
年
相
談
電
話

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
ー
青
少
年

に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
お
答
え
す
る

H

青
少
年
相
談
電
話
H

を
開
設
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
毎
日
の
執
務
時
間
中

と
こ
ろ
大
洲
市
教
育
委
員
会

宮

(
ω
7
8
3
0

公
開
講
演
会
の

お
知
ら
せ

O
場
所
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

O
H時
平
成
元
年
6
月
日
日
(
日
)

9
時
却
分

1
日
時
加
分

O
講
師
郷
土
愛
媛
と
国
際
社
会
を
考

え
る
会
会
長
松

下

文

治

先

生

O
演
題
「
国
際
社
会
に
ロ
マ
ン
を
求

め
で
/
L

O
入

場

料

無

料

詳
し
く
は
国
立
大
洲
青
年
の
家
ま
で

宮
⑪
5
1
7
5

10 

の(槻桝訂
上桝田
、田市歪
訂製長
正糸・の
いの略広
た誤歴報
しり中三
まで、月
すし附号
。た桝の
。田 2
お製 P
わ紙
ひごは:
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